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大
堀
の
大
和
川･

東
除
川
合
流
点

大
和
川
に
架
か
る
川
辺
へ
の
道

　

江
戸
時
代
の
享

き
ょ
う
ほ
う保

二
十
年（
一
七
三
五
）

に
発
刊
さ
れ
た『
河か

わ
ち
し

内
志
』
は
、
河
内
国
の

各
郡
ご
と
の
地
名
や
名
所
旧
跡
、
特
産
品
を

記
し
た
地
誌
と
し
て
有
名
で
す
。
こ
の
う

ち
、
松
原
市
域
が
含
ま
れ
る
丹た

ん
ぼ
く北

郡
の「
山

川
」
の
項
に
は
、
新
大
和
川
・
西に

し
よ
け除

川が
わ

と
並

ん
で
東

ひ
が
し
よ
け除

川が
わ

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
除

川
を「
西に

し
か
わ渠

」
と
記
す
よ
う
に
、
東
除
川
は

「
東ひ

が
し
か
わ渠」と

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
書
に
は
、
東
渠（
東
除
川
）
の
説
明
と

し
て「
丹
南
郡
よ
り
流
れ
、島し

ま
泉い

ず
み（

羽
曳
野
市
）

や
大
堀（
松
原
市
）な
ど
を
経
て
、川か

わ
な
べ辺

村（
大

阪
市
平
野
区
）で
新
大
和
川
に
注
ぐ
」と
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
東
除
川
は
狭さ

山や
ま

池い
け（

大

阪
狭
山
市
）
の
東

ひ
が
し

余よ

水す
い

吐は
き

よ
り
出
る
こ
と
か

ら
、
享

き
ょ
う

和わ

元
年（
一
八
〇
一
）の『
河
内
名
所

図ず

え会
』に
は
東

ひ
が
し

余よ

下げ
が
わ川

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
江
戸
時
代
半
ば
ま
で
大
和
川

は
奈
良
方
面
か
ら
柏
原
に
流
れ
て
き
て
、
石

川
と
の
合
流
点
か
ら
は
八
尾
や
東
大
阪
を
経

て
、
大
阪
城
の
北
で
淀
川（
大
川
）に
注
い
で

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、東
除
川
も
北
流
し
、

平
野
川
に
合
流
し
て
い
た
の
で
す
。

　

宝ほ
う
え
い永
元
年（
一
七
〇
四
）、
そ
の
大
和
川

が
柏
原
か
ら
西
へ
今
の
よ
う
に
松
原
・
堺
方

面
に
付
け
替
え
ら
れ
、
新
大
和
川
が
誕
生
し

た
の
で
す
。
市
域
の
若
林
・
大
堀
・
別
所
・

城じ
ょ
う
連れ
ん
寺じ（
天
美
北
）・油ゆ
か
み上（
天
美
西
）の
村
々

の
田
畑
が
潰
さ
れ
、
川
底
と
な
り
ま
し
た
。

北
流
し
て
い
た
東
除
川
も
、
新
大
和
川
の
土

堤
に
さ
え
ぎ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
大

和
川
と
同
時
に
平
行
し
て
掘
ら
れ
た
落お

ち
ぼ
り
が
わ

堀
川

を
合
わ
せ
て
、
大
堀
の
北
、
川
辺
の
南
で
新

大
和
川
に
合
流
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
東
除
川
は
、
狭
山
池
か
ら
大
堀
の
合
流
点

ま
で
の
流
路
延
長
十
三
. 

七
㎞
、
流
域
面

積
四
〇
㎢
を
は
か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
の
大
堀
四
丁
目
の
落
堀
川
と
の
合
流
後
す

ぐ
に
大
和
川
に
流
入
し
て
い
た
た
め
、
し
ば

し
ば
、
大
和
川
の
出
水
時
に
は
東
除
川
や
落

堀
川
は
大
和
川
を
背
に
す
る
た
め
、
背は

い
す
い水

の

影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
大
和
川
左

岸
に
沿
っ
て
流
れ
る
落
堀
川
は
河
床
勾
配
が

ゆ
る
く
、
土
堤
も
低
い
た
め
、
浸
水
被
害
が

江
戸
時
代
以
降
、
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
た

の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
大
和
川
の
背
水
に
よ
る
被
害

を
緩
和
し
、
同
時
に
東
除
川
下
流
部
と
落
堀

川
流
域
の
浸
水
対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
大

阪
府
で
は
、
東
除
川
の
大
和
川
と
の
合
流
点

を
落
堀
川
を
合
わ
せ
て
西
へ
別
所
を
経
て
、

一
.
五
㎞
下
流
の
三
宅
に
接
す
る
平
野
区

瓜う
り
わ
り破
東
ま
で
付
け
替
え
る「
放
水
路
」
を
立
案

し
た
の
で
す
。

　

工
事
は
、
昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）

か
ら
昭
和
五
十
九
年（
一
九
八
四
）
の
十
数

年
の
歳
月
を
要
し
、
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、大
和
川
が
氾
濫
高
水
位
に
な
っ
て
も
、

東
除
川
と
落
堀
川
合
流
点
付
近
で
は
、
工
事

前
と
比
べ
て
約
一
ｍ
の
水
位
低
下
が
見
込
ま

れ
、
洪
水
対
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

　
も
と
も
と
、
東
除
川
と
大
和
川
の
合
流
点

に
は
、
大
堀
の
氏う

じ
が
み神
の
大
堀
八
幡
神
社
が
鎮

座
し
て
い
ま
し
た
。
南な

ん
ぼ
く北

朝ち
ょ
う

時
代
の
元げ

ん
こ
う弘

〜
建け

ん
む武

年
間（
一
三
三
一
〜
三
七
）、
小
川

の
深ふ

か

居い

神
社
か
ら
品ほ

ん

陀だ

別わ
け
の

命み
こ
と（

応お
う
じ
ん神

天
皇
）

を
分
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
松
原

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
拡
幅
に
よ
る
影
響
で
、

平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）
に
現
在
地
の

恵
我
小
学
校
南
西
部
の
大
堀
三
丁
目
に
移
転

し
ま
し
た
が
、
今
も
旧
社
地
に
は
参
道
や
本

殿
跡
の
基
礎（
土
台
）が
残
っ
て
い
ま
す（「
歴

史
ウ
ォ
ー
ク
」216
）。

　
ま
た
、
旧
社
地
の
北
側
背
後
は
大
和
川
が

流
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
明
治
十
年
代

に
架
橋
さ
れ
た
明
治
橋
が
あ
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
は
、
大
堀
―
川
辺
間
の
舟
に
よ
る

「
川
辺
の
渡わ

た
し
」が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
明
治

時
代
以
降
は
古ふ

る
い
ち市

街
道（
大
阪
街
道
）
を
通

る
人
々
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
明
治
橋
は
西
名
阪
道
・
近
畿
道
・

阪
和
道
・
阪
神
高
速
道
路
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
供
用
で
、
付
け
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

昭
和
六
十
三
年（
一
九
八
八
）
三
月
、
下
流

四
〇
〇
ｍ
の
別
所
と
川
辺
を
結
ぶ
現
在
地
に

移
さ
れ
た
の
で
す
。
旧
明
治
橋
は
そ
の
後
も

大
堀
を
は
じ
め
と
す
る
恵
我
地
区
の
人
々
の

要
望
で
人
の
み
の
通
行
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
五
年（
一
九
九
三
）、
老
朽

化
の
た
め
に
撤
去
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
今
で
は
、
旧
明
治
橋
は
人
々
の
記
憶
の
中

か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
大
堀
八

幡
神
社
旧
地
と
共
に
、
新
設
さ
れ
た
東
除
川

放
水
路
の
景
観
を
歴
史
の
中
で
見
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

東除川放水路の新設と明治橋の移設
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）
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▲東除川（左手前）･落堀川（右）
合流点から西へ流れる東除川放
水路（大堀4丁目）

▲明治18年（1885）当時の明治橋を
示した地図（明治18年の『大日本帝国
陸地測量部地形図』より）
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▲昭和初期の明治橋　幅6.5m,長
さ182.5m,昭和5年に改修（昭和9
年『恵我村地誌資料』より転載）

▲大堀八幡神社旧地から北へ
大和川の旧明治橋方面をのぞむ
（大堀4丁目,対岸は平野区川辺）

明治橋


